
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

９月１９日(水)、２０日(木)、再就職を希望する女性を応援するセミナーを、

本年４月に開設した高崎市男女共同参画センターと共催で開催しました。 

当日は、再就職に向けて準備している女性３１人が、会場の高崎市市民活動

センターソシアス（高崎市足門町）に集まり、応募書類の作成方法やビジネス

マナーについて学びました。 

初日は、「自分の持ち味を知る・応募書類はこう作る」と題して、キャリア

コンサルタントの飯塚俊男さんが講義。飯塚さんは、これまでの職務経歴から

自分の持ち味を再発見することの重要性と、また、それを

どのように応募書類に記載していくかについて実例を交え

た説明を行いました。 

２日目は、「再就職のためのビジネスマナー」と題して、

企業研修講師の清水由美さんが講義。清水さんは、「ビジ

ネスマナーは仕事をする姿勢であり、再就職の人に求めら

れているのは即戦力」と説明するとともに、あいさつや敬

～IHI エアロスペース(株)富岡事業所で女子高校生対象の理工系セミナーを開催～ 

パパと一緒に夏野菜ピザを作りました！ 

｢父と子の料理教室｣ 

 

やりたいことがあったら、ぜひ実践して！ 

 

 

 

 

 
 

 

８月２２日(水)、「サイエンスチャレンジ体験セミナー～

理工系の先輩に会いに行こう」を開催しました。 

 この催しは、理工系分野の第一線で活躍する女性技術者に、

 

進路選択の動機や現在取

り組んでいる仕事の魅力

などについて語ってもら

い、女子高校生の理工系

進路選択を支援しよう

と、県教育委員会の協力

を得て実施しているもの

です。 

 

語の使い方などの実習も行いました。 

受講者からは、「実務的な内容で充実し

ていた」「企業が求めている人材が伝わっ

てきた」「すぐに使える技術を身につける

ことができた」などの感想が寄せられまし

た。 

 

■講師 清水由美さん 

■あいさつの練習をする
受講者の皆さん 
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日頃はほとんど料理はしないと

話すお父さんも、「他の父親と一緒

だとやりやすかった」「子供と協力

しながら作れた」「楽しくおいしい

教室でした」と話す一方、「何とか

作れました、でも疲れました」と言

った本音も。今回の教室をきっかけ

に、家庭でも父子で料理に挑戦して

７月２８日(土)、前橋市の東日本栄養医薬専門学校で「父と子の料理教室」を

開催しました。”イクメン”を後押ししようと毎年開催しているもので、当日は

小学生とその父親１６組３２人が本格的なピザ作りに挑戦しました。 

粉から作ったピザ生地に、タマネギのみじん切りで苦戦したトマトソースと群

馬県産の夏野菜を思い思いにトッピングし、豪華なピザを焼き上げました。 

 今回の訪問先は､富岡市藤木にあるＩＨＩエアロスペース(株)富岡事業所。 

ロケット飛翔体の開発及び製造販売を行っており、宇宙開発に多大な貢献 

をしてきた会社です。小惑星探査機 「はやぶさ」の回収カプセルの設計、開

発を担当したことでも有名です。 

 当日は、渋川女子高校の生徒２０人（１年生１０

人、２年生１０人）が参加。ロケットの製造課程

の見学や、同社に勤務する福永美保子さんら１１

人の女性技術者から業務について説明を受けた

り、女性技術者を交えたグループに分かれて座談

会を行いました。 
再び働き始めるために必要なノウハウを学びました！ 

｢女性の再就職支援セミナー｣ 

 福永さんらは、生徒からの質問に対して、「理工系への進学は高校生になってから決

めた」「数学や物理は苦手だったが分からないままでいるより分かるほうがよいと思っ

た」「仕事で予期しない問題が起こった時、周りの技術者に相談しながら解決できるこ

とが楽しい」「子育て中でも、周りのサポートがよいので仕事はやりやすい」と答える

ほか、「全てに言えることだが、続けられないからなどといった理由で諦めず、やりた

いことがあったら実践したほうがよい」とエールを送りました。 

終了後のアンケートでは、「やりたいことの幅が広がりそうな気がした」「女性だか

ら不利ということはあまりないことがわかった」「将来のことを考える上で、実際に働

いている女性の話を聞けるのはとても貴重」などの感想が生徒から寄せられました。 

 

ほしいと期待して

います。 

 
 

■講師 飯塚俊男さん 

■女性技術者の皆さん 

■座談会の様子 

■講師 安藤哲也さん 

■熱心に質問する姿も 

子育てのカリスマパパである講師から、父親を楽しむ心構えや 

家事と仕事のほどよいバランスなどについて学びます。 

日 時 ◆ 平成 24年 12月16日(日) 
時 間 ◆ 13:30～15:00 
講 師 ◆ 安藤 哲也 さん 
（NPO 法人ファザーリングジャパン副代表） 

会 場 ◆ 高崎市市民活動センターソシアス 
（高崎市足門町 1669-2）  

参加費 ◆ 無 料 

定 員 ◆ １ ０ ０ 人 ※先着順 
対 象 ◆ 次のいずれかに該当する人 

①父親､または父親になる予定の男性 
②子育てに関心のある人 
※夫婦での参加も可 

託児あり◆ 無 料 
（定員２ ０ 人 満 1 歳～未就学児。先着順） 

 

Seminarリポート 

 

セミナーのお知らせ 

父親が変われば、社会が変わる～ファザーリングのすすめ～ 

お申し込みは当センターへ（申し込み受付 11/1(木)～） 
 


